
湖南広域行政組合監査委員告示第１号 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項の規定および湖南広域行政組合

監査委員監査基準（令和２年監査委員告示第１号）に基づき定期監査を実施したので、同法

第１９９条第９項の規定および同基準に基づき、監査の結果に関する報告を決定し公表す

る。 
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１ 定期監査 

（１） 監査の対象 

     

 

 

 

 

（２） 監査の時期 

令和４年２月２４日（木） 

（３） 監査の着眼点 

主なリスクとして、公務災害、交通事故、不適切な契約、不適切な現金および

準公金の取扱い、また、火災予防事務における行政処分等の不適切な手続き等が

挙げられる。今回の定期監査では、各種団体にかかる事務のうち、準公金の管理

と取扱い状況、さらに、消防機関の権限行使にあたる査察の執行計画から執行ま

でのプロセスおよび執行管理を含む執行状況を着眼点として監査を実施した。 

（４） 監査の評価項目（重点項目） 

   ア 各種団体の事務取扱状況 

   イ 業務マニュアル・事務処理フローの整備状況 

   ウ 査察・違反是正にかかる事務 

（５） 監査の結果 

  監査の評価項目（重点項目）に定めた事務については概ね適正に処理されてい 

たが、以下のとおり一部に改善を要する事項があると認められたので対応願いた 

い。 

なお、指摘事項以外の軽微な事項については、監査当日口頭で指導し改善を求 

    めた。 

監査対象機関名 重点的に監査した所属 

消防局 北消防署 



ア 指摘事項 

（ア） 職員管理について、特に業務の集中する時期などは適正かつ流動的な職務

分担に努め、時間外勤務が特定の職員に集中しないように留意されたい。 

（イ） 業務マニュアル・事務処理フローの整備は重要であり、常に見直しをする

とともに、必要と思われる事務等について未整備のものは早急に整備し、重

要な事務については、個々の手続きについてフロー図等を作成し業務の遂行

にあたられたい。 

（ウ） 各種団体の事務取扱は、準公金であるという認識のもと、リスクを伴う事

務であることから、組合で「準公金取扱要領」を定めている。２つの各種団

体について実査したところ、出納簿の記載や確認方法に一部不備が認めら

れたので、適正な事務の取扱いに努められたい。 

（エ） 庁舎備え付けの AEDの点検について、毎日点検し記録されていたが、記

録方法に不備が認められたので改善されたい。 

イ その他 

北消防署庁舎は、建設後約２０年が経過しようとしいているが、仮眠室が個

室になっておらず種々不都合が生じている。組合庁舎の「公共施設等総合管理

計画」において、改善が位置付けられるよう努力してください。 


